
所管課による評価①

１．基本事項

２．事業実績

　　　１　上作延こども文化センター
　　　　①年間延べ利用者数 38,180人 425団体
　　　２　上作延小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 309人 17,436人
　　　３　南原小学校わくわくプラザ
　　　　①登録者数 175人 10,645人

　　　１　高津こども文化センター
　　　　①年間延べ利用者数 45,947人 198団体
　　　２　高津小学校わくわくプラザ
　　　　　①登録者数 477人 35,476人
　　　３　下作延小学校わくわくプラザ
　　　　　①登録者数 192人 13,687人
　　　４　久地小学校わくわくプラザ
　　　　　①登録者数 481人 26,858人

単位：円
　　　１　収入
　　　　指定管理料 126,382,370

　　　２　支出
　　　　人件費 101,238,055
　　　　事務費 9,749,158
　　　　事業費 6,326,665
　　　　その他経費 0
　　　　　　　合計 117,313,878
　　　３　差引 9,068,492

３．評価

分類 項目 配点 評価段階 評価点

適切な金銭管理・
会計手続 5 3 3

②年間延べ利用団体数

指定管理者制度活用事業　評価シート

施設名称 高津区第１グループ（上作延・高津） 評価対象年度 平成２６年度

事業者名
・事業者名　公益財団法人かわさき市民活動センター
・代表者名　理事長　小倉　敬子
・住所　　　　川崎市中原区新丸子東３丁目１１００番地１２

評価者 こども支援室長

指定期間 　平成２３年４月１日～平成２８年３月３１日 所管課 高津区こども支援室

利用実績

②年間延べ利用団体数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

②年間延べ利用者数

収支実績

サービス向上の取組
　運営協議会、保護者懇談会、子ども運営会議、日常的な利用者とのコミュニケーション等により、利用者ニーズ
を把握し、活動や運営に反映。事業者のスケールメリットを活かした交流行事・事業の実施。

着眼点

事
業
の
推
進

事業推進

及び

事業成果

順調に事業の推進が図られているか

10 4 8
事業計画に基づき、こども文化センター事業とわくわくプラザ事業を着実に実施したか

こども文化センターの利用者数に増加傾向が見られるか

わくわくプラザにおいて、適切に児童を受け入れているか

（評価の理由）　計画通り事業が推進され利用者数も増加している。　また、運営協議会との共催で「こども文化センターまつり」、小学５年生を中心
に草むしりを始めて広がった「クリーン作戦」、また「サクッと夏祭り」等を実施する中では、こども実行委員が活躍したり小、中学生の異年齢交流が
生まれ中学生の利用が２７％増加している。独自のクラブ活動として「ひなたぼっこ」を月２回乳幼児の異年齢交流や親子の交流の場として開催し
た。上作延こども文化センター敷地内で取れたホーキ草で帚（ほうき）を作るのも恒例行事となってきている。高津区役所地域振興課と共催で音楽
体験事業「歌とピアノのお楽しみコンサート」「ハッピードリームコンサート」を開催した。各わくわくプラザ等で行った「カレーランチ」で食育を行った。

収
支
計
画
・
実
績

適切な会計処理及び金銭管理をしているか

効率的・効果的な
支出

計画に基づき適切な支出をしているか

5 3 3
効率的な執行等、経費縮減に具体的に取組んでいるか

サービスの水準を確保しているか

支出に見合う効果が得られているか

（評価の理由）　会計処理及び金銭管理について適切に行われている。全２０グループ５３施設を管理している運営法人のスケー
ルメリットを生かし警備等業務委託の一括契約、消耗品・備品の一括購入、登録ボランティアの講師起用等の取組みによる経費削
減を図った。



施設・事業の広報 5 4 4

運営協議会の実
施 5 3 3

保護者懇談会の
実施 5 3 3

学校及び行政機
関との連携 10 4 8

利用者ニーズ 10 4 8

職員の研修体制 10 3 6

個人情報等の取
扱 5 3 3

施設・設備の保守
管理 5 4 4

４．総合評価

５．事業執行（管理運営）に対する全体的な評価

６．来年度の事業執行（管理運営）に対する指導事項等

サ
ー

ビ
ス
向
上
及
び
業
務
改
善

施設や事業の周知に積極的に取り組んでいるか

利用者への対応

利用者に対するサービスが適切にされているか

5 3 3
特別な配慮を要する利用者への対応が適切にされているか

こども文化センター運営協議会を実施しているか

わくわくプラザ保護者懇談会を実施しているか

事業実施に当たり学校、行政及び地域等と連携しているか

利用者ニーズを把握し、事業運営に反映させているか

（評価の理由）　地域に密着した事業の推進を図るためのこども文化センター運営協議会を実施し、保護者懇談会を保護者と連携を図りながら定期的に開催した。
ホームページをリニューアルして、タイムリーな利用案内や活動の周知を行った。イベント会場の一部として施設の提供を積極的に行ったり、町内会やスーパーの掲
示板に行事のポスター掲示の依頼を積極的にして、その存在を積極的にアピールした。向ヶ丘中学校に直接出向いて、便りの配布やポスター掲示の依頼も複数回
行った。またアンケートや意見箱を設置して意見の吸い上げを行ったり『つぶやきノート』を置いて思いをかけるようにして、例えば参加希望者が定数があるため参加
申込みを諦めることを防ぐために、定数を設けなかったり、行事を２部制で行うなどしたり、土曜日に「親子ヨガ」を実施し、平日の参加が難しい父親の参加を増やし
た。上作延こども文化センターでは地域住民の協力で畑で農作物を育て、収穫して食べる「食育の会」は1１回実施され、高津こども文化センターではＮＰＯ団体と合
同で「二ヶ領クリーン作戦」を実施して、ゴミ拾いや掃除を行った。

組
織
管
理
体
制

適正な人員配置

児童福祉施設最低基準第３８条の規定に従い職員を配置しているか

10 3 6
こども文化センター及びわくわくプラザの施設管理と事業運営のために、指定管理
仕様書において定める職員配置の最低基準どおりに人員を配置しているか

川崎市公契約条例を遵守しているか

職員のスキルアップに必要な研修を実施したか（外部研修の受講を含む）

個人情報保護に関する規定や体制を整備し、適正に取り組んでいるか

（評価の理由）　わくわくプラザ利用の障がい児対応については適宜スタッフを配置しており、こども文化センター及びわくわくプラザ共に、提案ど
おり適正な職員配置がなされていた。市主催の研修や法人本部主催研修、高津区７館合同研修、グループごと・館ごとの研修など計画的・体系的
に実施し、受講した研修の報告を通して情報の共有を行い、職員のスキルアップを図って、業務に反映させている。個人情報等の取扱について
は、情報漏えい及び紛失等の事実はなかった。

適
正
な
業
務
実
施

安全な利用に支障を来たすことのないよう、施設・設備の保守点検や整備、備品管理
等を適切に実施しているか

利用者の安全確
保

利用者の安全を確保する体制（マニュアル等）を整備しているか

5 4 4事故等が発生した場合に適切な対応をしているか

感染症予防対策や発生時において、適切な対応をしているか

防犯対策
及び

災害時の対応

施設の防犯のための工夫をしているか

5 4

　指定管理以前から委託事業者としてこども文化センター及びわくわくプラザの管理運営に携わっていた経験を生かし、５３施設の指定管
理者として、法人本部を中心に、全市規模、区規模の合同行事や職員研修、偏りのないサービスの提供が行えており、グループとしては、
合同の野外活動を行ったり、ドッジボール大会を開催するなど、地域の要望に沿ったグループ合同行事や事業を展開できている。
　また、各館においても、それぞれが利用者の独自の要望を取り入れ実施したり、利用者の交流を促進し、利用者数の増加につなげた。

　引き続き、こども文化センターの利用者が利用しやすい環境の整備に努め、児童が安全で安心して過ごせるわくわくプラザの運営に努め
ること。

4災害発生時に備え、マニュアル等を整備しているか

災害発生時に確実な対応・行動を取るための取組をしているか

（評価の理由）　利用者が安全に利用できるように安全点検マニュアルに沿って施設・設備の安全点検を実施した。また、衛生管理については、衛
生管理マニュアルに沿って、引き続き利用者の安全確保に努めていた。経費縮減による剰余金を児童用図書、加湿空気清浄器等の備品購入や
施設の整備・修繕による環境整備に充て、利用者に還元している。高津区役所衛生課職員２名を講師に招き、食品衛生管理や感染症に対する正
しい対処方法や予防を学習した。食物アレルギー対応研修については、未受講の職員の受講を義務付け、臨時職員の受講も促進した。また、手
洗いやうがいの声かけを徹底した。高津消防署から講師を招き、ＡＥＤ使用法ほか普通急救命講習を受講し、事故対応に備えた。上作延こども文
化センターでは合築の老人いこいの家との避難訓練等を行ったり、わくわくプラザでも小学校と合同で避難訓練を行った。

評価点合計 70 評価ランク Ｂ


